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12
December

月見の会　ベリーダンス（Belly Dance Studio Lulu）（国営讃岐まんのう公園ドラ夢ドーム）

● 自主防災組織の結成について

● 公用車、青色パトロール車に

● まんのう町後期基本計画住民アンケート結果報告

● まんのう町の財政事情

● 人事行政の運営等の状況

1212月号の主な内容月号の主な内容

〈平成24年11月1日現在〉

●人口 …… 19,990人（前年比－5人）

　　　　　　  男 …

　　　　　　  女 …

●世帯数 … 7,364世帯（前年比－3世帯）

9,601人

10,389人
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自
主
防
災
組
織

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、住
民
一
人
ひ
と
り
が「
自
ら
の
命

や
地
域
は
自
ら
で
守
る
」と
い
う
考
え
の
も
と
、自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

　
本
町
で
は
既
存
の
組
織
で
あ
る
自
治
会
を
通
じ
て
、

自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
起
こ
る
可
能
性
が

高
い
と
さ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地

震
で
は
、町
内
の
最
大
震
度
が
６

強
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

多
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、災

害
に
よ
る
被
害
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
な
ど
の
例
か
ら
も
、大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

公
的
防
災
機
関
に
よ
る
対
応
が

困
難
な
状
況
に
な
り
、多
く
の
方

が
、家
族
や
隣
人
に
よ
っ
て
救
助

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に

は
、地
域
住
民
が
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
消
火
や
救
助
に
あ
た
る
こ

と
が
、被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
カ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
防
災
知
識
の
普
及
啓
発

　
い
ざ
災
害
に
直
面
し
た
ら
ど
の
よ
う
に

行
動
す
べ
き
か
、
ま
た
、
事
前
に
何
が
で

き
る
の
か
？

　
今
後
予
想
さ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震

を
例
に
す
る
と
、
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具

の
固
定
等
の
措
置
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、

建
物
倒
壊
に
よ
る
犠
牲
者
は
約
９
割
も
減

少
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
防
災
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
そ
の
知
識
を
普
及
啓
発
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
災
害
に
備
え
て
地
域
の
調
査

　
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
は
ど

の
よ
う
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
か
、
ま

た
、
助
け
が
必
要
と
さ
れ
る
方
の
把
握
や

救
助
の
役
割
分
担
な
ど
を
事
前
に
調
査
し
、

把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
防
災
資
機
材
の
整
備
点
検

　
救
助
作
業
に
は
多
く
の
場
合
、
機
材
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
す

ぐ
使
え
る
よ
う
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、

取
扱
訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

④
防
災
訓
練
の
実
施

　
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
す
る
た
め

に
は
、
防
災
訓
練
を
通
じ
て
、
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
定

期
的
に
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　
地
域
の
住
民
が
組
織
結
成
に
合
意
し
、
組

織
や
役
割
分
担
、
活
動
内
容
、
規
約
を
定

め
、
ま
ん
の
う
町
自
主
防
災
組
織
育
成
推
進

要
綱
に
基
づ
き
、
ま
ん
の
う
町
に
結
成
届
な

ど
を
提
出
し
ま
す
。
（
※
役
割
分
担
、
規
約

な
ど
は
例
を
お
渡
し
ま
す
。
）

　
届
出
を
行
っ
た
組
織
に
つ
い
て
は
、
資
機

材
購
入
や
活
動
事
業
に
つ
い
て
の
補
助
金
制

度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
消
火
器
や
無
線
機
な
ど
、
防
災
に
関
す
る

資
機
材
の
整
備
に
つ
い
て
は
経
費
の
３
分
の

２
（
※
限
度
額
40
万
・
一
組
織
一
回
　
た
だ

し
、
限
度
額
40
万
に
達
す
る
ま
で
は
再
度
申

請
可
能
）
の
防
災
資
機
材
整
備
事
業
、
ま

た
、
地
域
の
防
災
活
動
事
業
に
つ
い
て
も

（
基
本
額
２
万
円
＋
５
０
０
円
×
世
帯
数
）

を
限
度
額
と
し
た
補
助
事
業
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
結
成
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
は
、
ま
ん
の

う
町
総
務
課
危
機
管
理
係
蕁
（
７
３
）
０
１

０
０
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
と
は

な
ぜ
必
要
な
の
か
？

自
主
防
災
組
織
の
普
段
の
活
動

自
主
防
災
組
織
の
結
成
方
法

限
度
額
40
万
円
・
資
機
材
整
備
に
は

補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

結
成
方
法
や
内
容
な
ど
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

自
主
防
災
組
織資

機
材
整
備
補
助
金
　
最
大
40
万
円

自
ら
生
命
・
地
域
を
守
る
！

結
成
し
よ
う
　
自
主
防
災
組
織
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青
パ
ト
、
自
立
圏
域
事
業
、
奨
学
生

　
本
町
で
は
、
平
成
19
年
に
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
（
青
パ
ト
）
１
台
を
導
入
し
て
以

来
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
体
制
と
交
通
安
全

施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
総
合
計
画
策

定
で
は
、
更
な
る
防
犯
及
び
交
通
安
全
体
制

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
中
で
、
こ
こ
数
年
減
少
し
て

い
た
町
内
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
が
、
昨
年

は
７
人
と
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
、

子
ど
も
の
見
守
り
体
制
を
充
実
で
き
な
い
か

と
の
要
望
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
新

た
に
、
町
所
有
の
ご
み
収
集
車
や
消
防
用
車

両
な
ど
の
特
殊
車
両
を
除
く
ほ
ぼ
全
て
の
公

用
車
42
台
に
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
登
録
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
通
常
業
務
で
公
用
車
を
使

用
す
る
際
に
も
全
職
員
を
挙
げ
て
安
心
と
安

全
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
よ
り
一
層
の
啓
発
活
動
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

　
既
に
登
録
に
あ
た
っ
て
、
職
員
の
半
数
が

青
パ
ト
を
運
行
で
き
る
「
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

者
証
」
を
９
月
上
旬
の
講
習
で
取
得
済
み
で

あ
り
、
防
犯
活
動
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
よ
う
に
行
政
機
関
が
ほ
ぼ

全
て
の
公
用
車
を
青
パ
ト
に
す
る
の
は
四
国

で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
10
月
10
日
に
は
出
発
式
を
行
い
、
町
職
員
、

琴
平
警
察
署
員
、
町
内
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
務
課
萩
岡
課
長
補
佐
の
「
住
民
の
防

犯
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
寄
与
し
た

い
」
と
の
決
意
表
明
の
後
、
26
台
の
青
パ
ト

が
町
内
巡
回
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
高
度
化

し
、
人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
行
す

る
一
方
で
、
地
域
主
権
改
革
な
ど
行
政
の
仕

組
み
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
自
治
体
間

の
連
携
や
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
最
大

限
発
揮
す
る
な
ど
、
一
層
の
効
率
的
な
行
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
４
月
19
日
に
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
が
（
６
月
号
参

照
）
、
そ
の
目
的
の
一
つ
で
も
あ
る
、
圏
域

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
、
圏
域
内
市
町

の
資
質
向
上
と
連
携
強
化
を
狙
い
と
し
て
、

圏
域
職
員
を
対
象
と
し
た
合
同
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
ま
ん
の
う
町
職
員
に
お
い
て
も
29

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
は
「
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
職
員
に
求

め
ら
れ
る
も
の
」
と
題
し
て
、
首
都
大
学
東

京
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
教
授
の
大
杉
覚

氏
を
招
い
て
行
わ
れ
、
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
に
求
め
ら
れ
る

能
力
の
重
要
さ
を
再
認
識
し
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

▼
受
付
期
間

　
平
成
25
年
１
月
４
日（
金
）〜
１
月
31
日（
木
）

▼
資
格

町
内
に
５
年
以
上
在
住
す
る
者
で
、
高
等

学
校
お
よ
び
大
学
な
ど
へ
の
進
学
に
際
し

て
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

者
。
た
だ
し
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生

支
援
機
構
な
ど
の
学
資
金
を
受
け
て
い
る

者
を
除
き
ま
す
。

▼
認
定
手
続
き

奨
学
生
希
望
者
は
、
願
書
、
在
学
学
校
長

に
よ
る
推
薦
書
、
そ
の
他
必
要
書
類
を
ま

ん
の
う
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法

学
業
、
人
物
、
健
康
お
よ
び
所
得
な
ど
の

各
項
目
を
ま
ん
の
う
町
奨
学
金
選
考
委
員

会
で
検
討
し
た
上
、
教
育
委
員
会
が
予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
８

平
成
２５
年
度
ま
ん
の
う
町

　
　
　
　
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

公
用
車
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
車
装
備
へ

町内巡回に出発する青パト公用車

丸
亀
市
を
中
心
と
す
る

定
住
自
立
圏
域
事
業
の
ス
タ
ー
ト
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住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告

　
10
月
24
日
、
町
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
ま
ち

づ
く
り
委
員
36
人
（
大
西
雅
春
委
員
長
）
か

ら
出
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
取
り
ま
と
め

て
作
成
さ
れ
た
（
11
月
号
参
照
）
「
ま
ん
の

う
町
総
合
計
画
に
関
す
る
提
言
書
」
を
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
の
代
表
者
か
ら
町
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
提
言
書
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
運
営
の
指
針
と
な

る
基
本
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
「
ま
ん
の
う

町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
に
反
映
し
て

い
き
ま
す
。

　
11
月
号
で
は
、
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
る

ま
で
の
過
程
の
内
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
月
号
か
ら
は

数
回
に
わ
た
っ
て
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

調
査
結
果
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
結
果
の
詳
細
な
内
容
は
、

ま

ん

の

う

町

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（h
ttp
://w

w
w
.tow

n
.m
an
n
o.lg
.jp

）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

回
答
し
た
人
は
ど
ん
な
人
？

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
18
歳
以
上
の
ま
ん
の
う

町
民
１
、
５
０
０
票
分
を
無
作
為
抽
出
し
、

配
布
し
た
結
果
６
７
２
票
（
44
・
８
％
）
の

回
答
を
得
ま
し
た
。
回
答
者
の
男
女
比
は
、

男
性
48
・
８
％
、
女
性
51
・
２
％
で
し
た
。

ま
ん
の
う
町
の
住
民
の
男
女
比
を
考
慮
す
る

と
、
ほ
ぼ
半
々
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
調
査
結
果
報
告
①

　
　
調
査
結
果
報
告
①

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
調
査
結
果
報
告
①

　
　
調
査
結
果
報
告
①

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

提
言
書
、
町
長
の
も
と
へ

無回答
4人

街路灯など、防犯の面で安心である

水害、土砂災害、地震などの防災対策が整っている

ごみの収集や資源回収体制が整備されている

消防団など消防・救急体制が整っている

食品や日用品の買い物がしやすい

住民検診や健康指導が充実している

雇用の機会が充実している

保育所など子育て支援が充実している

高齢者や障害者の在宅サービスが充実している

自然が豊かで潤いがある

小・中学校の施設・設備や教育内容が充実している

鉄道、バスなどが利用しやすい

身近なところに子どもの遊び場や居場所がある

衣料品や電化製品などの買い物がしやすい

スポーツ・レクリエーション施設が整っている

自治会活動などが活発である

広報やホームページ、情報公開が充実している

文化施設や各種文化鑑賞機会などが充実している

ボランティア活動が活発である

祭りやイベントが充実している

満足無回答 重要普通
重要でない

図2

図1

わからない

普通 不満 わからない

020406080100

生活環境の重要度と満足度
重要度

100（%）（%） 806040200

満足度

提言書を手渡すまちづくり委員代表
（地藤照子副委員長、出口俊和副委員長）

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
調
査
結
果
報
告
①

ま
ん
の
う
町

総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画 

策
定
に
む
け
て
②回答者数

672人
60歳以上60歳以上
369人369人40～59歳40～59歳

173人173人

18～39歳18～39歳
126人126人

60歳以上
369人40～59歳

173人

18～39歳
126人
男44人男44人
女82人女82人

男91人男91人
女82人女82人

男188人男188人
女175人女175人
無回答6人無回答6人

男44人
女82人

男91人
女82人

男188人
女175人
無回答6人
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住
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ン
ケ
ー
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調
査
結
果
報
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回
答
者
の
年
齢
構
成
と
実
際
の
住
民
の
年

齢
構
成
と
比
べ
る
と
、
「
60
歳
」
以
上
が
半

数
以
上
を
占
め
、
「
18
〜
39
歳
」
、
「
40
歳

〜
59
歳
」
は
女
性
は
同
数
で
す
が
、
男
性
は

若
い
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
図
１

参
照
）

ま
ん
の
う
町
は
住
み
よ
い
で
す
か
？

　
「
ま
ん
の
う
町
は
あ
な
た
に
と
っ
て
住
み

よ
い
町
で
す
か
。
」
と
い
う
問
い
で
は
、

「
と
て
も
住
み
よ
い
」
が
17
％
で
「
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
住
み
よ
い
」
の
54
％
を
合
わ
せ

る
と
71
％
で
、
住
み
よ
い
と
思
う
人
の
割
合

が
約
７
割
を
占
め
ま
す
。
「
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
住
み
に
く
い
」
と
「
住
み
に
く
い
」
を

合
わ
せ
る
と
７
％
で
し
た
。
年
齢
別
に
見
る

と
、
60
歳
以
上
の
方
が
「
住
み
よ
い
」
と
回

答
し
て
い
る
割
合
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
あ
な
た
は
、
こ
れ
か
ら
も
ま
ん
の
う
町

に
住
み
続
け
た
い
で
す
か
。
」
と
い
う
問
い

で
は
、
全
体
の
約
７
割
の
方
が
現
在
の
地
区

に
住
み
続
け
た
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
別
に
見
る
と
、
「
住
み
続
け
た
い
」

人
は
、
「
60
歳
以
上
」
で
特
に
多
く
、
約
９

割
を
占
め
、
「
18
〜
39
歳
」
の
16
％
の
人

は
、
「
い
ず
れ
、
町
外
へ
出
た
い
」
と
思

い
、
９
％
の
人
は
「
一
度
出
て
、
帰
っ
て
き

た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
で
重
要
な
こ
と
は
？

　
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
私
た
ち
の

生
活
を
支
え
て
く
れ
る
制
度
な
ど
の
生
活
環

境
が
整
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
常
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ど
ん
な
こ
と
が
重

要
だ
と
感
じ
て
い
る
の
か
、
ど
の
く
ら
い
満

足
し
て
い
る
の
か
尋
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果

を
受
け
て
、
重
要
度
の
高
い
順
に
整
理
し
た

も
の
が
図
２
で
す
。

　
「
街
路
灯
な
ど
、
防
犯
の
面
で
安
心
で
あ

る
」
「
水
害
、
土
砂
災
害
、
地
震
な
ど
の
防

災
対
策
が
整
っ
て
い
る
」
「
ご
み
の
収
集
や

資
源
回
収
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
」
「
消

防
団
な
ど
消
防
・
救
急
体
制
が
整
っ
て
い

る
」
な
ど
の
項
目
が
重
要
だ
と
多
く
の
方
が

感
じ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
満
足
度
は
ど
う
か
と
い
え
ば
「
自

然
が
豊
か
で
潤
い
が
あ
る
」
「
ご
み
の
収
集

や
資
源
回
収
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
」

「
住
民
検
診
や
健
康
指
導
が
充
実
し
て
い

る
」
な
ど
の
項
目
で
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
「
水
害
、
土
砂
災
害
、
地
震
な
ど
の
防

災
対
策
が
整
っ
て
い
る
」
「
雇
用
の
機
会
が

充
実
し
て
い
る
」
「
鉄
道
、
バ
ス
な
ど
が
利

用
し
や
す
い
」
「
文
化
施
設
や
各
種
文
化
鑑

賞
機
会
な
ど
が
充
実
し
て
い
る
」
な
ど
の
項

目
で
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
住
み
よ
い
町
に
す
る
に
は
？

　
こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
ど

の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
生
活

環
境
の
重
要
度
と
満
足
度
の
関
係
性
を
表
し

た
も
の
が
図
３
で
す
。

　
こ
の
図
で
は
、
生
活
環
境
の
重
要
度
を
横

軸
に
、
満
足
度
を
縦
軸
に
と
り
、
課
題
を
４

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
重
要

度
は
右
に
位
置
す
る
ほ
ど
高
く
な
り
、
満
足

度
は
上
に
位
置
す
る
ほ
ど
高
く
な
り
ま
す
。

そ
の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
便
宜
的
に
、
重
要

度
・
満
足
度
が
と
も
に
高
い
Ａ
群
、
重
要
度

は
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
満
足
度
が
低
い
Ｂ

群
、
重
要
度
は
低
い
が
満
足
度
が
高
い
Ｃ

群
、
重
要
度
・
満
足
度
と
も
に
低
い
Ｄ
群
と

し
ま
す
。

　
Ａ
群
に
属
す
る
「
自
然
が
豊
か
」
「
住
民

健
診
や
健
康
指
導
」
「
消
防
・
救
急
体
制
」

「
ご
み
や
資
源
回
収
体
制
」
な
ど
の
項
目
は
、

『
町
の
い
い
と
こ
ろ
』
と
し
て
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
、
Ｂ
群
に
属
す
る
「
雇

用
」
「
防
犯
」
「
防
災
」
な
ど
の
項
目
は
早

急
に
解
決
す
る
必
要
の
あ
る
緊
急
課
題
と
し

て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
Ｃ
群
に
位
置
す
る
「
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
」
「
自
治
会
活
動
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
な
ど
は
今
後
も
取
り
組
み
を
継
続
し
、

Ｄ
群
に
属
す
る
「
買
い
物
（
衣
料
品
等
）
」

「
文
化
施
設
」
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
」
「
文
化
施
設
や
各
種
文
化
鑑

賞
機
会
」
は
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら

個
性
豊
か
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
政
策
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
６

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
調
査
結
果
報
告
①

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
調
査
結
果
報
告
①

図3 生活環境についての満足度・重要度の散布図

満
足
度

普
通

A群C群

B群D群

普通低 高

高

重要度

防犯

防災対策

ごみ収集・
資源回収体制

消防・救急体制

住民検診・健康指導

子育て支援

在宅サービス

小・中学校の
施設・設備や教育内容

子どもの遊び場

自治会活動

情報公開

文化施設や
各種文化鑑賞機会

ボランティア活動

祭りや
イベント

鉄道・バス
雇用機会

買い物
（衣料品や電化製品）

自然

買い物
（食品や日用品）

スポーツ施設

60歳以上
369人40～59歳

173人

18～39歳
126人
男44人
女82人

男91人
女82人

男188人
女175人
無回答6人
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町
財
政
事
情

　地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の3第1項およびまんのう町財政事情の公表に関する条例（平成18年条

例第53号）第4条に基づき、平成24年4月1日から9月30日までの期間における予算の使用状況などをお知らせします。

　町では、限られた財源で最大の効果が上がるよう、適正かつ効率的な予算執行を行い、住民福祉に努めています。

【問い合わせ先】総務課　蕁（73）0100

まんのう町の財政事情について
（平成24年4月1日～9月30日）

一般会計予算の状況

（単位：千円、％）

※繰越予算を含む。

予　算　現　額

1,806,878

112,885

3,901,000

293,313

138,731

102,243

1,306,027

830,525

185,421

1,001

275,826

560,295

191,813

3,040,900

12,746,858

1,273,247

33,229

2,913,700

146,303

63,838

51,378

173,513

58,951

42,760

488

12,500

671,632

75,068

23,300

5,539,907

70.5％

29.4％

74.7％

49.9％

46.0％

50.3％

13.3％

7.1％

23.1％

48.8％

4.5％

119.9％

39.1％

0.8％

43.5％

収　入　済　額 収　　入　　率

歳　入 ●予算現計額　12,746,858千円　●収入済額　5,539,907千円　●収入率　43.5％

科 目

町 税

地 方 譲 与 税

地 方 交 付 税

そ の 他 交 付 金 等

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

歳 入 合 計

（単位：千円、％）

予　算　現　額

歳　出 ●予算現計額　12,746,858千円　●支出済額　3,158,337千円　●執行率　24.8％

科 目

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

歳 出 合 計

140,463

1,326,313

2,654,304

673,931

3,575

992,231

223,381

629,673

475,740

4,429,187

133,626

997,103

63,331

4,000

12,746,858

支　出　済　額

75,461

540,634

880,129

216,727

1,172

148,731

76,635

92,384

232,284

438,582

53,113

371,066

31,419

0

3,158,337

執　　行　　率

53.7％

40.8％

33.2％

32.2％

32.8％

15.0％

34.3％

14.7％

48.8％

9.9％

39.7％

37.2％

49.6％

0.0％

24.8％

※繰越予算を含む。
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特別会計予算の執行状況 （単位：千円、％）

（単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

（単位：裃）

予算現額
2,491,519

33,400

250,900

2,166,131

119,900

243,500

203,100

29,100

66,046

収入済額
933,272

5,175

90,056

919,979

53,037

75,844

25,874

5,217

12,620

収入率
37.5％

15.5％

35.9％

42.5％

44.2％

31.1％

12.7％

17.9％

19.1％

支出済額
995,674

14,785

77,707

916,675

30,012

108,759

79,849

11,075

33,251

執行率
40.0％

44.3％

31.0％

42.3％

25.0％

44.7％

39.3％

38.1％

50.3％

出資による権利
7,920

90

9,685

4,908

1,000

243

2,900

653

2,572

101,790

8,000

5,000

935

1,019

418

257

9,149

15,000

3,126

102,200

300

310

15,000

1,400

293,875

香 川 県 農 業 信 用 基 金 協 会 出 資 金

香 川 県 モ ー タ ー ボ ー ト 競 走 会 出 資 金

香 川 県 信 用 保 証 協 会 出 捐 金

譛 香 川 県 農 業 振 興 公 社 出 資 金

譛 香 川 県 環 境 保 全 公 社 出 捐 金

譛 香 川 県 国 民 年 金 福 祉 協 会 出 捐 金

譁 香 川 県 畜 産 公 社 出 資 金

譛 香 川 県 腎 臓 バ ン ク 拠 出 金

譛香川県暴力追放運動推進センター出捐金

中 讃 ふ る さ と 市 町 村 圏 基 金 出 資 金

譁 グ リ ー ン パ ー ク ま ん の う 出 資 金

譛 公 園 緑 地 管 理 財 団 出 捐 金

譛 香 川 県 下 水 道 公 社 出 捐 金

譖 野 菜 価 格 安 定 共 済 資 金 協 会 出 捐 金

譛 香 川 県 市 町 村 職 員 互 助 会 出 捐 金

譛 香 川 県 健 康 福 祉 機 構 出 捐 金

譛 か が わ 産 業 支 援 財 団 出 捐 金

ま ん の う 町 土 地 開 発 公 社 出 資 金

香 川 県 西 部 森 林 組 合 出 資 金

譛 こ と な み 振 興 公 社 寄 附 金

譌 清 流 の 里 出 資 金

仲 南 町 森 林 組 合 出 資 金

譌 仲 南 振 興 公 社 出 資 金

地 方 公 営 企 業 等 金 融 機 構 出 資 金

合 計

基金
4,182,608

226,633

536,697

339

28,328

268,744

33,051

49,135

2,295

79,898

238,638

80,422

12,500

2,944

5,742,232

ま ん の う 町 財 政 調 整 基 金

ま ん の う 町 減 債 基 金

ま ん の う 町 地 域 福 祉 基 金

まんのう町住宅新築等資金借入金償還準備基金

まんのう町ふるさと・水と土保全対策基金

ま ん の う 町 土 地 開 発 基 金

まんのう町琴南地区特定施設に関する基金

まんのう町仲南地区特定施設に関する基金

ま ん の う 町 ふ る さ と 応 援 基 金

まんのう町国民健康保険事業財政調整基金

まんのう町介護保険事業財政調整基金

ま ん の う 町 診 療 所 管 理 運 営 事 業 基 金

まんのう町安心安全生活ネットワーク基金

ま ん の う 町 学 校 教 育 施 設 整 備 基 金

合 計

土地及び建物
土地
（面積） 木造

建物（延面積）

164

6,462

269

非木造

13,913

87,239

125

計

14,077

93,701

394

行 政 機 関
（庁舎・消防等）

公 共 用 財 産
（学校・公民館等）

普 通 財 産
（その他の財産）

区 分

合 計

1,715,934

125,512

55,339

736,125

1,529,615

61,588

566,098

59,420

4,585,825

9,435,456

1,103,337

1,203,574

1,428,813

230,034

319,211

4,284,969

13,720,425

7,857,800

764,088

835,624

1,879,290

392,131

1,991,492

13,720,425

一 般 会 計

特 別 会 計

借入先別内訳

総 務 債

民 生 債

衛 生 債

農 林 水 産 業 債

土 木 債

消 防 債

教 育 債

災 害 復 旧 事 業 債

そ の 他

計

水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

浄化槽整備推進事業

計

財 務 省

ゆ う ち ょ 銀 行

か ん ぽ 生 命

地方公共団体金融機構

市 中 銀 行

そ の 他

公営企業会計予算の執行状況
項　目
収益的収入

資本的収入

収益的支出

資本的支出

予算現額
2,553,312

30,847

収入済額
122,699

0

項　目 予算現額
253,527

147,583

支出済額
63,630

40,911

合　　　　　計

合　　　　　計

45,605

1,047,512

3,887,629

6,895 101,277 108,1724,980,746

会 計 別

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直診勘定）

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

診 療 所

簡 易 水 道

下 水 道

農 業 集 落 排 水

浄 化 槽 整 備 推 進 事 業

会 計 別

水 道 事 業

地方債現在高の状況
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人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の２及びまんのう町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例

（平成18年まんのう町条例第33号）第４条の規定に基づき、平成23年度のまんのう町の人事行政の運営等の状況の概

要を公表します。なお、詳細については町のホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】総務課　蕁（73）0100

平成23年度まんのう町人事行政の運営等の状況について（抜粋）

（平成24年4月1日～9月30日）

（平成23年度、単位：人）

（各年4月1日現在、単位：人）
合計
269 合計

260
合計
256 合計

249 合計
235

合計
231

合計
228

任　用 退　職

採用
区　　分

一般行政職

保育士

幼稚園教諭

指導主事

技能労務職

医師

計

3

1

1

－

－

－

5

昇任

6

－

－

－

－

－

6

降任

－

－

－

－

－

－

－

転任

－

－

－

－

－

－

－

定年

5

1

1

－

2

－

9

勧奨

7

－

1

－

－

－

8

自己都合その他

－

1

2

1

－

1

5

（1）職員の任免状況 （4）部門別職員数の推移

（平成23年度、単位：人）

区　分

平成23年度

住民基本台帳人口（平成23年度末）

19,855人

歳出額　Ａ

8,848,111千円

実質収支

758,834千円

人件費　Ｂ

1,751,857千円

人件費率　Ｂ／Ａ

19.80％

平成22年度の人件費率

18.54％

（各年4月1日現在、単位：人）

※職員数は町長、副町長、教育長を除く一般職に属する職員数である。※［　　］内は、条例定数の合計である。

※職員手当には退職手当を含まない。
※職員数は、平成23年4月1日現在の人数である。

職　員　数
〈参　考〉

区　　分
部　　門

一般行政部門

教育部門

公営企業等会計部門

普通会計部門

合　　　　計

平成22年

231
［265］

平成23年

228
［265］

▲3

149 146 ▲3

54 54 0

203 200 ▲3

28 28 0

［0］

対前年増減数

人口1,000人当たり職員数　7.28人
（類似団体の1,000人当たり職員数　5.04人）

人口1,000人当たり職員数　9.98人
（類似団体の1,000人当たり職員数　6.73人）

人口1,000人当たり職員数　11.37人

（3）部門別職員数の状況

（平成23年度、単位：人）

試験の名称 試験区分

上級（大学卒程度）

中級（短大卒程度）

一般行政事務

保育士

申込者数

31

20

採用者数

3

2

試験の種類

競争試験

選　考

（2）採用試験の実施状況

職員の任免状況、採用者数及び部門別職員数

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（平成23年度、単位：人）

区　分

平成23年度

職員数　Ａ
給　料

720,560千円

職員手当

93,144千円

期末・勤勉手当

259,919千円

計　Ｂ

1,073,623千円

給　　　　与　　　　費

200人

一人当たり給与費　Ｂ／Ａ

5,368千円

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

職員の給与

0

50

100

150

200

250

300
（人）

H17

一般行政

H18 H19 H20 H21 H22 H23

3030 2828 2828 2828 2828 2828 2828

教育 公営企業等

180 173 172 164 155 149 146

5959 5959 5656 5757 5252 5454 5454

30 28 28 28 28 28 28

59 59 56 57 52 54 54
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人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

※「平均給料月額」とは、平成23年4月1日現在における職種ごとの基本給の平均である。
※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態
調査において明らかにされているものである。また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手
当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。
※　民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用している。（平成20年～22年の3か年平均）
※　技能労務職の職種と民間の職種の比較にあたり、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているものではない。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員行（一）の給与水準を100とし
た場合の地方公務員の給与水準。職員構成を学歴別、経験年数別に
区分し、地方公共団体の職員構成が国の職員構成と同一と仮定して
算出するもので、地方公共団体の仮定給料月額に国の職員数を乗じ
て得た総和）を国の実俸給総額で除して得る加重平均。
※類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラス
パイレス指数を単純平均したもの。

（平成23年度1人当たり平均支給額）

※退職手当の1人当たり平均支給額は、平成23年度に退職した職員に支給された平均額である。

区　分

まんのう町

香川県

国

類似団体

平均給与月額（国ベース）

358,842円

365,467円

397,723円

357,132円

平均給与月額

376,346円

405,667円

－

392,010円

平均給料月額

334,574円

345,118円

327,205円

324,842円

平均年齢

43.8歳

44.5歳

42.3歳

42.9歳

まんのう町

（H18）
96.2

（H23）
98.1

（H18）
95.0

（H23）
97.0

（H18）
93.5

（H23）
95.3

類似団体平均 全国町平均

対応する民間の類似職種

廃棄物処理業従業員

調理師

用務員

Ａ／Ｂ（参考）

1.14

1.21

1.24

平均給与月額（Ｂ）

290,600円

222,400円

209,700円

平均年齢

44.6歳

45.8歳

53.8歳

区　分

まんのう町

香川県

類似団体

平均給与月額

335,929円

422,342円

332,091円

平均給料月額

309,158円

386,916円

306,945円

平均年齢

41.4歳

45.8歳

41.4歳

（1）一般行政職

（3）ラスパイレス指数の状況

区　分

まんのう町

清掃職員

学校給食員

用務員

その他

香川県

国

類似団体

平均給与月額（国ベース）

273,386円

302,075円

264,778円

258,775円

280,438円

366,138円

321,662円

307,572円

平均給与月額（Ａ）

281,605円

330,688円

268,642円

260,540円

283,138円

378,421円

－

318,629円

平均給料月額

270,211円

297,575円

261,889円

258,775円

273,938円

355,625円

283,862円

290,487円

平均年齢

48.0歳

43.9歳

47.9歳

49.5歳

52.4歳

53.8歳

49.5歳

48.7歳

（2）技能労務職

（3）教育職

まんのう町

1,419千円

香川県

1,613千円

（1）期末手当・勤勉手当

（平成23年4月1日現在）

1人当たり平均支給額

自己都合・他

2,487千円

勧奨・定年

24,431千円

（2）退職手当

職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

職員の手当の状況

30 28 28 28 28 28 28

（平成23年4月1日現在）

（各年4月1日現在）
90.0

95.0

100.0

59 59 56 57 52 54 54
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大
腸
が
ん
検
診
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

増
え
続
け
て
い
る
大
腸
が
ん
、

積
極
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
た
と
え
見
つ
か
っ
て
も
、
早
期
で
あ
れ
ば

90
％
以
上
完
治
し
ま
す
。

　
国
の
が
ん
検
診
対
策
事
業
の
一
環
と
し

て
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
50
％
を
目
標
に
大

腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡

減
少
を
目
的
と
し
て
、
大
腸
が
ん
の
好
発
年

齢
範
囲
の
中
で
、
対
象
者
を
５
歳
刻
み
に
絞

り
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
検
診
を
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
採
便
容
器
を
該
当
者
に
郵

送
し
、
採
便
後
に
容
器
を
指
定
回
収
場
所
に

提
出
す
る
こ
と
で
、
一
次
検
査
と
し
て
便
潜

血
反
応
二
日
法
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
、
大
腸
が
ん
検
診
を
申
し

込
ま
れ
て
い
る
方
に
も
ご
案
内
致
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
検
診
方
法
　
大
腸
が
ん
検
診

　
（
便
潜
血
反
応
２
日
法
検
査
）

▼
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
事
業

　
該
当
者

▼
検
体
収
集
日

　
12
月
４
日
（
火
）
、
６
日
（
木
）

　
　
　
７
日
（
金
）
、
10
日
（
月
）

　
収
集
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

※
６
日
（
木
）
は
午
後
５
時
〜
７
時
に
も
役

場
本
庁
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

▼
検
体
収
集
会
場
　

　
役
場
本
庁
、
か
り
ん
健
康
セ
ン
タ
ー
、

　
仲
南
支
所
、
琴
南
支
所
、
美
合
出
張
所

▼
持
参
品

検
体
容
器
、
問
診
票
（
郵
送
し
た
問
診
票

に
記
入
の
上
）
〈
大
腸
が
ん
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
事
業
該
当
者
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
、
健

康
保
険
証
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
〉

▼
費
用
　
無
料

平
成
24
年
8
月
生
ま
れ
以
降
の
お
子
様
か
ら

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
な
り
ま
す

　
今
ま
で
の
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百

日
咳
、
破
傷
風
）
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
が
平

成
24
年
11
月
か
ら
、
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
、
破
傷
風
、
ポ
リ

オ
）
の
皮
下
接
種
に
変
わ
り
ま
す
。

▼
接
種
対
象
者

　
生
後
３
か
月
か
ら
90
カ
月
に
至
る
ま
で
の
も
の

原
則
、
平
成
24
年
8
月
生
ま
れ
以
降
の

者
。
今
ま
で
一
度
も
三
種
混
合
、
ポ
リ
オ

の
接
種
を
受
け
て
い
な
い
者
も
可
能
で
す
。

※
今
ま
で
三
種
混
合
、
ポ
リ
オ
を
一
度
で
も

受
け
た
こ
と
の
あ
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

（
同
種
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
な
り
ま
す
）

▼
接
種
間
隔

〈
１
期
初
回
〉

　
20
日
〜
56
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
３
回

●
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
生
後
３
月
〜
12

月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

〈
１
期
追
加
〉

初
回
接
種
終
了
後
６
月
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
１
回

●
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
初
回
接
種
終
了

後
12
月
〜
18
月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

▼
費
用
　
無
料

▼
接
種
方
法

体
調
不
良
時
は
避
け
、
実
施
医
療
機
関
で

予
約
を
し
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
（
4

回
目
接
種
）
の
有
効
性
と
安
全
性
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
10
月
23
日
に
定
期
予
防
接

種
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た

▼
接
種
方
法

〈
初
回
接
種
〉

　
20
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
３
回

●
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
生
後
３
月
〜
12

月
に
達
す
る
ま
で
の
期
間

〈
追
加
接
種
〉

　
１
回

●
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
、
初
回
接
種
終

了
後
12
月
に
達
し
た
時
か
ら
18
月
に
達

す
る
ま
で
の
期
間

※
接
種
間
隔
は
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
発
熱
等

の
予
防
接
種
不
適
当
者
要
因
に
よ
り
、
接

種
で
き
な
か
っ
た
場
合
を
除
き
、
期
間
を

外
れ
る
と
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害

の
救
済
制
度
が
異
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
増
進
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
６

大
腸
が
ん  

検
診

ワ
ク
チ
ン  

接
種

昭和46年（1971年）4月2日　～　昭和47年（1972年）4月1日

昭和41年（1966年）4月2日　～　昭和42年（1967年）4月1日

昭和36年（1961年）4月2日　～　昭和37年（1962年）4月1日

昭和31年（1956年）4月2日　～　昭和32年（1957年）4月1日

昭和26年（1951年）4月2日　～　昭和27年（1952年）4月1日

40歳以上の住民で下記の生年月日に該当する者

対象者生年月日

大腸がん検診の流れ

陽性 陰性

異常あり

治療または、
さらに精密検査

毎年検診受診

異常なし

一次
検診

精密
検査

便潜血検査

大腸内視鏡検査
（または注腸X線検査）
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じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
、
土
器
ど
き
フ
ェ
ス
タ

　このフェスタは、会館同好会作品をはじめ、町内幼稚園・小学校・中学校

の、幼児・児童・生徒作品（未発表作品含む）を展示します。

　また、獅子舞や津軽三味線同好会の演奏発表、おいしいピザ作り、クラフト

作り体験、昔なつかしい駄菓子屋などもあります。

　“もちつき”や”汁”も無料です！（数に限りがあります）。

　このように、作品展示だけではなく、様々なイベントや体験コーナー、振る

舞いなどがあります。ご家族そろってぜひお越しください！

　今年も「ことなみ土器どきフェスタ」を開催します。

　クリスマスリース、しめ縄、バルーンアートの各教室や、県立農業経営高等学校

の「拓心太鼓」、獅子舞、バンドコンサートをはじめ、今年は、新しく「びっくり

大根コンテスト」を開催します。各種模擬店もありますよ!!

　また、夜には山村に幻想的な光が浮かび上がります。

蜷日時　12月9日（日）9:00～14:00
　　　　※雨天決行（天候により内容が変更になる場合があります）

蜷会場　まんのう町立長尾会館（まんのう町長尾1582番地）
蜷内容　【作品展示】
　　　　○長尾会館　　　　○会館講座（書道教室）○会館講座（かな書道）

　　　　○満濃中学校　　　○琴南中学校

　　　　○琴南小学校　　　○長炭小学校　　　　　○満濃南小学校

　　　　○四条小学校　　　○高篠小学校　　　　　○仲南小学校

　　　　○長炭幼稚園　　　○満濃南幼稚園　　　　○四条幼稚園

　　　　○高篠幼稚園　　　○仲南東幼稚園　　　　○仲南北幼稚園

　　　　【イベント（無料）】
　　　　○津軽三味線同好会　10:00～

　　　　○大原自治会獅子舞　12:30～

　　　　【体験コーナー（体験費用が必要）】（数に限りがあります）
　　　　○ピザ作り体験　　　10:00～〈100円〉

　　　　○クラフト作り体験　　9:00～〈100円〉

　　　　○駄菓子屋　　　　　　9:00～〈10円～〉

　　　　【振る舞い食べ物（無料）】（数に限りがあります）
　　　　○もちつき　　　　　10:00～

　　　　○しる　　　　　　　10:00～

【問い合わせ先】
　まんのう町ふれあいじんけんフェスタ実行委員会事務局

　（まんのう町立長尾会館内）蕁（79）2021

蜷日時　12月2日（日）10:00～14:00
　　　　イルミネーション点灯期間　12月2日（日）～1月11日（金）

蜷会場　旧琴南東小学校（まんのう町川東919）
【問い合わせ先】ことなみイベント協会事務局（琴南支所内）蕁（85）0101

至高松

土器川

至高松

佐岡交差点国道438号 至長炭

かりん健康センター
　　●

県道炭所東琴平線 至琴南

至仲南

まんのう町
　　役場●

大宮神社●

●満濃中学校

●ガソリン
　スタンド

32
号
バ
イ
パ
ス

至国営讃岐まんのう公園

まんのう町立
長尾会館
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国
民
年
金
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
、
食
育
だ
よ
り

　
日
本
年
金
機
構
は
、
事
業
の
民
間
委
託
を

通
じ
て
、
お
客
様
に
年
金
制
度
に
つ
い
て
の

ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
に
よ
る
低
額
年
金
者
や
無

年
金
者
の
減
少
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
方
に
対

し
て
、
電
話
や
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご

案
内
や
免
除
等
の
申
請
手
続
き
、
口
座
振
替

等
の
ご
案
内
を
民
間
事
業
者
へ
委
託
し
て
い

ま
す
。

　
本
町
を
担
当
し
て
い
る
委
託
事
業
者
は
、

「
㈱
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
」
で
す
。

※
委
託
事
業
者
は
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行

し
た
納
付
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払

い
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
銀
行
口
座
を
指
定
し
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
に
よ
り
振
り
込
み
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
委
託
事
業
者
が
戸
別
訪
問
す
る
場
合
、
顔

写
真
入
り
の
戸
別
訪
問
員
証
明
書
（
身
分

証
）
を
提
示
し
、
未
納
の
理
由
が
経
済
的

に
困
難
と
い
う
方
に
は
、
年
金
制
度
の
説

明
を
行
っ
た
上
で
、
免
除
等
申
請
手
続
き

の
ご
案
内
を
行
い
ま
す
。

※
平
日
の
日
中
は
お
仕
事
や
学
校
等
で
連
絡

が
つ
き
に
く
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
土
日

や
祝
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

の
時
間
帯
に
お
電
話
や
訪
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金
事
務
所

　
蕁
（
６
２
）
１
６
６
０

　
贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

書
面
で
の
提
出
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成
24
年
分
の
申
告
か
ら
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
し
て
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
送

信
（
申
告
）
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
税
額
等
が
自
動
計
算
さ
れ
、
申
告

書
等
が
作
成
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
24
年
分
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
は
、
平
成
25
年
１
月
上
旬
に
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
予
定
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
丸
亀
税
務
署

　
蕁
（
２
３
）
２
２
２
１

●大根の水気をふけば、油がはねずにホックリと揚がります。
●揚げずに煮たり焼いたりしたものに、あんをかけると低カロリーに
　仕上がります。
●大根のビタミンCを効果的に摂取するには、加熱せずに食べましょう。
　大根おろしは食べる直前にすりおろすと損失が防げます。

［エネルギー］192kcal  ［タンパク質］8.5g
［脂質］10.9g  ［食物繊維］3.2g  ［食塩］0.8g

冬野菜の主役！
大根メニューで野菜の
摂取量をアップさせよう。

大根は皮をむき
2～3cm角に切る。
170℃に熱した油に
水気をふいた大根を
入れて揚げ色がつくまで
揚げる。

水菜はさっとゆでて、
1cmの長さに切る。

鍋にだし汁を煮立て、
豚ひき肉を加えて
癬で味付けをする。
火が通ったら
癰を回しかけて
とろみをつける。 器に揚げ大根を盛り、

そぼろあんをかけて笆を散らす。

癬

癰

最後に

・大根ステーキ
・野菜たっぷりポトフ
・大根もち

● 大根　1本
● 水菜　適量
● 豚ひき肉　150g
● だし汁　1カップ
● 片栗粉　小さじ2
● 水　大さじ1

● 塩　小さじ1/3
● 酒　大さじ1
● みりん　大さじ1
● 砂糖　小さじ2
● しょう油　小さじ1
● 揚げ油　適量

癬

癰

保
険
料
収
納
業
務
の

民
間
事
業
者
委
託
に
つ
い
て

国

民

年

金

よ

り

お

知

ら

せ

贈
与
税
の
申
告
は
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
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い
き
い
き
健
康
応
援
講
座
　
　
、
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
通
信

　
　
今
月
で
今
年
も
最
後
。
ま
ん
の

う
町
は
山
間
地
域
も
多
く
、
毎
日
厳

し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
ね
。
今
月
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
で
す
。

A 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
３

型
が
あ
り
ま
す
が
、
国
内
で
実
際
流
行
す
る
の
は
Ａ
型
の

亜
型
２
種
類
と
Ｂ
型
で
す
。
最
近
流
行
し
て
い
る
Ａ
型
２

種
類
と
は
、
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
亜
型
（
２
０
０
９
年
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
も
の
）
と
Ａ
／
Ｈ
３
Ｎ
２
型

（
い
わ
ゆ
る
香
港
型
）
。
こ
れ
ら
が
交
互
に
、
ま
た
は
同

時
に
流
行
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
常
に

そ
の
形
を
変
え
て
い
く
賢
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
の
で
人
間
が

持
つ
免
疫
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
過
去
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い
て
も
一
生
に
何
度
も
感
染

を
繰
り
返
す
の
で
す
。

A 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
、
低
湿
度
を
好

む
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
そ
の
た
め
、
寒
く
て
乾
燥
し
た
冬
に

流
行
り
ま
す
。
潜
伏
期
間
は
１
〜
４
日
と
ほ
か
の
ウ
イ
ル

ス
に
比
べ
て
短
い
た
め
短
期
間
に
爆
発
的
に
流
行
し
ま

す
。
時
に
小
流
行
と
し
て
夏
に
流
行
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

A 

他
の
風
邪
よ
り
も
頭
痛
、
全
身
倦
怠
感
、
筋
肉
・
関

節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
強
く
見
ら
れ
ま
す
。
38
〜
40
℃

の
熱
が
２
〜
５
日
間
ほ
ど
続
き
、
熱
が
下
が
り
始
め
る
と

咳
、
鼻
汁
な
ど
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
解
熱
し
て

か
ら
２
〜
３
日
間
は
他
人
へ
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
か
ら
解
熱
し
て
す
ぐ
翌
日
か
ら
の
登
校
・
出
社
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

A 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
お
薬
は
発
熱
か
ら
48
時
間
以
内

に
内
服
す
る
こ
と
で
十
分
効
き
ま
す
。
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
検
査
は
発
症
後
約
８
時
間
〜
12
時
間
は
検
査
で
は

陽
性
に
出
な
い
こ
と
が
あ
り
、
正
確
に
診
断
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
夜
中
熱
が
出
て
、
寒
い
中
あ
わ
て
て
救

急
を
受
診
…
と
い
う
こ
と
は
体
に
も
負
担
。
し
っ
か
り
冷

や
し
朝
ま
で
休
ん
で
か
ら
翌
朝
の
受
診
で
も
大
丈
夫
。
熱

を
出
す
こ
と
で
体
は
ウ
イ
ル
ス
と
闘
っ
て
い
ま
す
。
夜
中

で
も
慌
て
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
け
い
れ
ん
が
起
き
た

り
、
意
識
が
お
か
し
い
と
き
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
は
す

ぐ
に
受
診
を
。

A 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
効
果
が
出
る
ま
で
約

２
週
間
、
効
果
の
持
続
時
間
は
約
５
か
月
と
言
わ
れ
ま

す
。
流
行
時
期
は
11
月
下
旬
〜
３
月
上
旬
な
の
で
、
12
月

上
旬
ま
で
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
罹
っ
た
人
の
く
し
ゃ
み
や
咳
と
一
緒
に
放
出
さ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
で
感
染
し
ま
す
。
ま
た
、
飛

沫
が
付
着
し
た
も
の
を
触
る
こ
と
で
、
手
を
介
し
て
口
や

鼻
の
粘
膜
に
伝
わ
り
感
染
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
に
、
手
洗
い
う
が
い
が
必
要
な
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

こ
ま
め
な
気
遣
い
で
自
分
も
周
り
の
人
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
魔
の
手
か
ら
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

内
科
診
療
所
医
師
　
竹
内
　
桂
子

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
等
に
よ
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
併
せ
て
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
な
が
ら
体
を
動
か
す
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
や
リ
ズ
ム
体
操
（
ダ
ン
ス
）
等
の
有

酸
素
運
動
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
ダ
イ
エ

ッ
ト
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
♪

☆
仲
南
会
場
で
は
、
フ
ロ
ア
ー
で
の
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
が
し
放
題
！
体
組
成
測
定
を
取
入

れ
、
身
体
変
化
も
確
認
が
出
来
ま
す
♪

☆
ス
タ
ッ
フ
が
女
性
な
の
で
女
性
の
方
も
安

心
で
す
♪

■
料
金
プ
ラ
ン

・
一
般
会
員
（
月
額
１
０
０
０
円
）

・
回
　

数
　

券
（
１
回
　
２
０
０
円
）

■
実
施
場
所

・
満
濃
会
場
　
満
濃
農
改
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

・
仲
南
会
場
　
仲
南
支
所
２
Ｆ

■
設
置
器
具

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、

　
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど

■
利
用
時
間

・
満
濃
会
場
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
（
日
曜
日
は
、
午
後
５
時
ま
で
）

　
定
休
日
　
火
曜
・
土
曜
・
祝
日

・
仲
南
会
場
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
定
休
日
　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

※
初
め
て
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
室
内
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
等
を
持
っ
て
、
満
濃
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
増
進
課
　
蕁
（
7
3
）
０
１
２
６

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
を
支
え
る

ス
タ
ッ
フ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
峯
久
　
あ
や

①
ス
タ
ッ
フ
歴

　
今
年
10
月
よ
り
満
濃
会
場
で
指
導
し
て
い

ま
す
♪

②
得
意
種
目

　
リ
ズ
ム
体
操
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

③
指
導
の
ポ
リ
シ
ー

　
体
力
ア
ッ
プ
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
、
楽
し

く
長
く
続
け
て
い
た
だ
け
る
様
に
、
お
手

伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
♪

④
指
導
日

　
月
曜
日
（
夜
間
）
、
水
曜
日
（
午
前
）

⑤
み
な
さ
ん
に
一
言

　
今
年
５
月
よ
り
、
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
現
在

20
㎏
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
成
功
し
ま
し
た
。

体
力
ア
ッ
プ
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
い
方

は
、
一
緒
に
運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

　
気
軽
に
体
験
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は

　
た
く
さ
ん
種
類
が
あ
る
の
？

Q●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

　
な
ぜ
冬
に
は
や
る
？

Q●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
？

Q

●
受
診
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

Q●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は

い
つ
ご
ろ
受
け
る
の
が
効
果
的
？

Q

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ご
紹
介 

⑤
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
　
、
日
本
発
見
・
再
発
見

81

第9回

　
國
盛
社
は
、
買
田
・
鐚
城
神
社
の
境
内

社
と
し
て
、
拝
殿
の
左
側
に
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
小
さ
な
祠
で
す
が
、
こ
の
祠
の
中
に
板

木
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
、
「
奉

再
営
飯
尾
神
社
・
永
原
家
祖
飯
尾
太
六
兵

衛
國
盛
御
本
殿
一
宇
。
永
原
虎
之
助
」
の

文
字
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
見
る
再
営
は
、
安
政
三
年
五

月
、
丸
山
城
址
か
ら
の
遷
宮
を
さ
し
て
い

ま
す
。

　
丸
山
城
に
つ
い
て
は
、
仲
多
度
郡
史
に

「
村
の
北
部
、
買
田
・
丸
山
の
頂
上
に
あ

り
、
天
正
の
頃
、
飯
尾
太
六
兵
衛
國
盛
こ

の
地
に
居
て
、
買
田
、
宮
田
、
追
上
、
大

口
、
後
山
、
生
間
等
六
箇
村
を
領
す
。
古

記
に
、
織
田
信
高
の
末
孫
、
故
あ
り
て
阿

波
国
飯
尾
村
に
住
す
。
地
名
を
採
り
て
飯

尾
氏
を
称
す
。
天
正
の
戦
に
、
三
好
安
正

に
与
す
。
安
正
敗
走
し
て
、
讃
岐
国
三
野

郡
麻
城
に
拠
る
。
此
の
時
國
盛
、
丸
山
を

居
城
と
す
云
々
、
そ
の
後
國
盛
鐚
城
神
社

の
祠
官
と
な
り
永
住
す
、
後
、
氏
を
改
め

永
原
と
称
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
古
記
」
が

何
で
あ
る
か
、
明
ら
か
で
な
く
、
内
容
を

検
証
す
る
に
は
、
紙
数
が
た
り
ま
せ
ん

が
、
飯
尾
氏
に
つ
い
て
は
、
国
史
大
辞
典

に
よ
る
と
、
飯
尾
氏
は
、
三
善
氏
の
一
族

で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て

幕
府
の
奉
行
人
を
勤
め
る
名
門
で
し
た

が
、
南
北
朝
時
代
以
降
、
阿
波
の
細
川

氏
、
三
好
氏
な
ど
の
被
官
に
も
飯
尾
を
名

乗
る
も
の
が
出
て
お
り
、
國
盛
も
こ
の
系

統
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
織
田
信
高
の

末
孫
説
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で

す
。

　
阿
波
の
三
好
実
休
が
香
川
之
景
の
天
霧

城
を
攻
め
て
、
西
讃
岐
も
勢
力
下
に
治
め

る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
永
禄
元
年
〔
一

五
五
八
〕
の
こ
と
で
す
が
、
お
そ
ら
く
飯

尾
氏
も
三
好
方
に
与
し
て
、
買
田
他
六
カ

村
を
領
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
後
の
長
曾
我
部
の

侵
攻
に
伴
い
、
飯
尾
一
族
も
城
を

明
け
渡
し
、
鐚
城
神
社
の
祠
官
と

し
て
こ
の
地
に
定
住
し
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
　
買
田
　
松
本
　
豊
胤
）

國
盛
社
と
丸
山
城

國
盛
社
と
丸
山
城

い
の
　

お

　
今
回
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
バ
ー
ジ
ニ

ア
さ
ん
が
着
付
け
を
体
験
し
ま
し
た
。

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
共
通
点

　
日
本
に
は
着
物
が
あ
る
よ
う
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
も
民
族
衣
装
が
あ
り
ま
す
。
代

表
的
な
も
の
は
、
男
性
の
「
バ
ロ
ン
タ
ガ

ロ
グ
」
と
女
性
の
「
メ
ス
テ
ィ
サ
」
で

す
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や
バ
ナ
ナ
の
繊
維
で

織
ら
れ
た
布
で
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
服
は
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
時
代
に
考
案

さ
れ
た
り
、
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
の
流
行
に

影
響
を
受
け
た
り
し
た
の
で
西
洋
風
の
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
バ
ロ
ン
タ
ガ

ロ
グ
や
メ
ス
テ
ィ
サ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
正

装
と
し
て
昔
は
結
婚
式
な
ど
で
よ
く
着
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
タ
キ
シ
ー
ド
や
ド
レ

ス
が
普
及
し
た
こ
と
や
値
段
が
高
い
こ
と

な
ど
か
ら
最
近
で
は
着
る
人
が
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
結
婚
式
で
は
若
い
人
は

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
る
こ
と
が
多

く
、
日
本
の
着
物
事
情
と
似
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
今
回
指
導
し
て
く
れ
た
石
闢
栄
子
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

現
代
日
本
人
の
暮
ら
し
と
着
物
と
の

精
神
的
距
離

　
私
は
、
結
婚
式
や
法
事
な
ど
機
会
が
あ

れ
ば
で
き
る
だ
け
着
物
を
着
て
い
ま
す
。

着
物
は
人
に
格
調
高
い
印
象
を
与
え
る
服

で
す
。
着
物
を
着
て
歩
い
て
い
る
と
知
り

合
い
か
ら
「
今
日
何
が
あ
る
ん
？
」
と
声

を
か
け
ら
れ
ま
す
が
、
着
物
を
着
て
い
る

と
人
は
何
か
特
別
だ
と
感
じ
る
よ
う
で
す
。

　
嫁
入
り
道
具
の
簡
略
化
や
居
住
空
間
の

変
化
な
ど
習
慣
や
生
活
様
式
の
変
化
は
、

着
物
を
着
る
暮
ら
し
か
ら
次
第
に
人
を
遠

ざ
け
、
今
で
は
着
物
の
着
方
や
手
入
れ
の

方
法
を
知
ら
な
い
人
を
増
や
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
着
物
を
着
る
と
心
が
躍
っ
た

り
、
気
持
ち
が
引
き
締
ま
っ
た
り
す
る
よ

う
に
、
日
本
人
の
心
は
着
物
か
ら
離
れ
て

は
お
ら
ず
、
着
物
に
憧
れ
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
ま
ず
は
比
較
的
安
価
で
、
扱

い
や
す
い
浴
衣
や
化
学
繊
維
の
小
紋
な
ど

か
ら
着
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
本
人
の
心
を
動
か
す
「
着
物
」
を
親
か

ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
、
代
々
伝
承
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

時代とともに
失われていく民族衣装日本の民族衣装を身にまとう
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人
権
コ
ラ
ム
　
　
／ 

長
尾
会
館
だ
よ
り
　
　
／ 

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

70
新あなたと人権シリーズ（3）

「
障
害
者
」か「
障
が
い
者
」か

　
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は
「
障
害

者
週
間
」
で
す
。
政
府
な
ど
は
「
障
害

者
」
と
書
き
、
自
治
体
や
学
校
な
ど
で

は
「
障
が
い
者
」
と
書
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
あ
な
た
は
ど
う
書
き
ま
す
か
。

　
政
府
調
査
に
よ
る
と
「
障
が
い
者
」

と
書
く
人
が
36
％
、
「
障
害
者
」
が
34

％
、
「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
が
22
％
、

「
障
碍
者
」
が
２
・
４
％
で
し
た
（
内

閣
府
「
障
害
者
に
関
す
る
世
論
調
査
」

２
０
１
２
年
７
月
）
。
「
障
が
い
者
」

と
書
く
の
は
30
歳
代
（
48
％
）
と
女
性

（
41
％
）
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
思
い

や
り
で
ソ
フ
ト
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す

る
配
慮
と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
発
音
も

点
字
表
記
も
同
じ
で
す
し
、
カ
ナ
表
示

は
視
覚
障
が
い
者
に
見
え
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
の
中
で
も
賛
否
両
論
が
あ

り
ま
す
。
問
題
は
障
が
い
者
を
ど
う
理

解
す
る
か
で
す
。

　
「
障
が
い
」
と
は
医
学
的
な
意
味

（
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
る
機
能
低
下
な

ど
）
と
社
会
的
な
意
味
（
社
会
生
活
で

の
困
難
）
が
あ
り
ま
す
。
社
会
的
な
意

味
で
の
障
が
い
者
問
題
と
は
、
ケ
ガ
や

病
気
な
ど
の
人
た
ち
に
対
し
て
社
会
が

人
権
を
十
分
配
慮
せ
ず
、
不
便
や
困
難

を
強
い
て
い
る
社
会
問
題
と
い
え
ま
す

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
・
世
界
保
健
機
関
）
。
そ
の

た
め
、
障
害
者
基
本
法
で
は
障
が
い
の

あ
る
人
と
な
い
人
が
「
共
生
」
で
き
る

よ
う
に
障
が
い
者
に
対
し
て
で
き
る
限

り
配
慮
（
人
権
保
障
）
す
る
こ
と
を
国

民
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

開催日時

12月4日（火）・13日（木）
9:30～13:00

場　　所

まんのう町立長尾会館生活改善室
（まんのう町長尾1582番地）

内　　容

講師指導のもと「イギリスパン」
と「ポテトサラダ」を作ります。

参　加　費

1,000円（当日集金します）
※昼食代・材料費・受講料込み。
　当日は、ハンドタオル・エプ
　ロンをご持参ください。

申し込み

1回の定員は先着8名です。 11
月29日（木）～12月3日（月）まで
に長尾会館まで電話又はFAX
にてお申し込みください。
蕁79-2021　FAX 56-9068

　
長
炭
小
学
校
で
は
、
毎
年
六
月
に

五
・
六
年
生
が
大
川
山
で
集
団
宿
泊

学
習
を
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽

し
く
、
そ
し
て
協
力
し
て
や
り
切
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
、
色
々
な
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ぼ
く
が
協
力
し
た
こ
と
は
三
つ
あ

り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
登
山
で
す
。
六
キ
ロ

の
山
道
だ
し
、
上
り
な
の
で
、
か
な

り
大
変
で
し
た
。
で
も
、
声
を
か
け

合
っ
て
登
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
二
つ
目
は
、
ご
飯
作
り
で
す
。
ぼ

く
は
、
野
菜
の
皮
な
ど
を
む
く
係
で

し
た
。
特
に
、
じ
ゃ
が
い
も
の
皮
が

難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
六
年
生

が
手
伝
っ
て
く
れ
た
の
で
、
上
手
に

で
き
ま
し
た
。
思
い
や
り
の
あ
る
六

年
生
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
で
す
。
班
ご
と
の
ス
タ
ン
ツ
で
、

ぼ
く
達
は
な
ぞ
な
ぞ
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
班
の
み
ん
な
で
協
力
し
た
こ

と
の
一
つ
で
す
。

　
今
年
の
六
年
生
の
姿
を
見
て
、
や

さ
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
上

手
に
教
え
て
く
れ
た
り
し
た
こ
と
を

来
年
ま
ね
し
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
思
い
や
り
の
あ
る
六
年
生
に
な

り
た
い
で
す
。

　
長
炭
小
学
校
で
は
、
毎
年
秋
に

「
な
か
よ
し
班
」
で
遠
足
に
行
き
ま

す
。
「
な
か
よ
し
班
」
と
は
、
一
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
が
十
六
の
班
に

分
か
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
班
で
、

六
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
計
画
を
立

て
、
話
し
合
い
、
楽
し
い
遠
足
に
し

ま
す
。

　
私
が
協
力
し
た
と
思
う
こ
と
は
、

ま
ず
、
カ
メ
ラ
係
で
す
。
と
っ
た
写

真
を
遠
足
の
後
、
み
ん
な
に
配
る
と

き
に
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
目

標
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
合
図
も
き

ち
ん
と
で
き
た
の
で
み
ん
な
の
い
い

写
真
が
と
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
バ
ス
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の

司
会
も
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
下
級
生

に
も
分
か
り
や
す
く
、
み
ん
な
が
楽

し
ん
で
く
れ
る
も
の
に
し
よ
う
と
考

え
、
練
習
し
ま
し
た
。
み
ん
な
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
や
さ
し
い
言

葉
か
け
を
し
ま
し
た
。
喜
ん
で
も
ら

え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
来
年
は
六
年
生
で
、
班
の
活
動
の

計
画
、
低
学
年
へ
の
思
い
や
り
な

ど
、
色
々
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
ク

ラ
ス
の
み
ん
な
と
協
力
し
合
っ
て
、

全
校
生
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

し
っ
か
り
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

長
炭
小
学
校
　
五
年

谷
川
　
昂
輝

長
炭
小
学
校
　
五
年

三
好
　
　
雅

國
盛
社
と
丸
山
城
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情
報
ひ
ろ
ば

「ひきこもり当事者とその家族の理
解と支援について」講師:香川大学
大学院教育学研究科教授竹森元彦氏
［定員］50人程度［申し込み締切］
12月14日（金）

▼問い合わせ先
中讃保健福祉事務所
蕁0877-24-9963
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
まんのう町
国際交流協会町民研修旅行
～春節と華僑の歴史を学ぶ旅～
　中国で最も重要な節句、『春節』。
日本のチャイナタウン・南京町で、
新しい年の到来を祝う春節のイベン
トに参加してみませんか？有名店で
中華料理や中国茶を味わえるほか、
南京町に暮らす華僑の歴史を学ぶこ
とができます。日本にいながら、中
国文化を五感で感じましょう。
［旅行日］2月17日（日）［場所］
神戸市中央区（南京町）［最少催行
人数］20名［参加費］9,900円［申
し込み締切］12月24日（月）［行
程］まんのう町役場出発（午前7
時）→関帝廟（※敷地内ガイド付
き）→神戸華僑歴史博物館（※館内
ガイド付き）→昼食（雅苑酒家にて
2,100円のランチコース料理）→南
京町中秋節イベント見学・自由散策
→まんのう町到着（午後7時）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
韓国文化講座「キムチ作り講座」
　旬の白菜を使って、韓国の家庭の
味『キムチ』を作ってみませんか。
毎年韓国文化講座でおなじみのユ・
ソンエ先生が日本人にも食べやすい
キムチ作りのコツを教えてくれます。
［日時］1月19日（土）午前10時か
ら正午まで［会場］かりん会館［参
加費］一人500円　※当日集金［持
ち物］エプロン、持ち帰り用容器
［申し込み締切］1月8日（火）［定
員］20名　※定員になり次第終了
［その他］事前申し込みが必要

▼申し込み先・問い合わせ先
まんのう町国際交流協会
蕁0877-75-0200
（かりん会館内・水曜休館）

まんのう町民入門韓国語講座
（無料）
　韓国語を習ってみませんか？ハン
グル文字の経験等はまったくいりま
せん！新しい言語を基礎から始めま

しょう！
［日時］平成25年1月15日～3月19日、
毎週火曜日午後7時30分～9時［場
所］神野公民館［定員］15名まで

▼申し込み先・問い合わせ先
まんのう町教育委員会
加藤　亮　クリストファー
蕁0877-73-0108
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
県営住宅入居者
［募集月］12月、3月の各月1日～10
日頃［入居資格者］漓～潸全てに該
当する人　漓住宅に困窮している　
滷同居親族、または同居しようとす
る親族がいる　澆収入が所定の基準
に該当している　潺県税などの滞納
がない　潸暴力団員でない

▼申し込み先・問い合わせ先
香川県建築設計協同組合
（県庁住宅課分室）
蕁087-832-3587
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
平成24年度戦没者遺児による
慰霊友好親善事業参加者
　同事業は、厚生労働省から補助を
受け実施しており、先の大戦で父等
を亡くした戦没者の遺児を対象とし
て、父等の戦没した旧戦域を訪れ、
慰霊追悼を行うとともに、同地域の
住民と友好親善をはかることを目的
としています。
［参加費］9万円

▼申し込み先
譛香川県遺族連合会
蕁087-831-6081

▼日程等の問い合わせ先
譛日本遺族会事務局
蕁03-3261-5521

平成24年度秋の叙勲
～瑞宝単光章～
元まんのう町消防団団長
　山下　　強（七箇）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第19回危険業務従事者叙勲
～瑞宝双光章～
元海上保安官　
　吉本　正徳（炭所西）
～瑞宝単光章～
元仲多度南部消防組合消防司令長　
　森近　敏行（追上）

募　　　集

表　　彰 （敬称略）

香川　憂紀

川瀧　梨音

薄木　　遥

上地　　希

小泉　絢音

田中　凛空

谷江　　達

王尾　拓人

森　　遼真

山下　幸晴

内藤　龍也

溝淵　悠人

植條　尚穗

平田　　樹

　　　紗奈

清田　愛奏

松浦　龍也

小笠原朱理

向井　渉翔

山下優衣奈

多田トミヱ

堀家　正義

小林　　丘

三好金次郎

森　マサ子

　尾トミ子

土井　正枝

横関　　博

長峰ヒデ子

白川　　清

三好　　進

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

敬
称
略 

／ 

10
月
届
け
出
分

あや ね

たく と

りゅうき

り おん

りょうま

たつ や

いつき

はるか

いたる

う　き

り　あ

かわたき

か がわ

こいずみ

かみ ぢ

うす き

た なか

たに え

おう び

ひら た

せい だ

もり

やました

ないとう

ゆう と

あ かな

むか い あゆ と

たつ や

あか り

みぞぶち

うえじょう

こうせい

な　ほ

べっしょ

まつうら

やました ゆ　い　な

お がさわら

さ　な

もり こ

こばやし

ほり まさよしけ

み きん じ ろう

まさ え

よし

たか お

ひろし

たかし

こ

み よし すすむ

た　だ

ど　い

きよししらかわ

よこぜき

ながみね こ

生年月日 保護者名 地　区氏　名

裕紀

雅洋

博人

辰志

良太

徹

暢彦

敬吉

昌宏

陽一

博文

浩一

喜人

純

剛

大祐

信一

耕平

知也

和洋

東高篠

吉野下

炭所西

吉野下

七　箇

東高篠

新　目

佐　文

吉野下

西高篠

長　尾

西高篠

真　野

炭所西

岸　上

真　野

真　野

中　通

東高篠

長　尾

9

9

9

9

9

9

9

9

9

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

18

21

22

24

24

24

25

30

30

1

2

5

6

6

6

11

12

14

15

21

敬
称
略 

／ 

10
月
届
け
出
分

死亡月日 年齢 地　区氏　名

85

100

90

84

84

91

83

85

91

76

93

真　野

東高篠

炭所東

造　田

中　通

中　通

造　田

羽　間

四　條

佐　文

造　田

9

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

30

4

13

13

14

16

16

17

18

19

21

雹
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情
報
ひ
ろ
ば

　締切日以後の申し込みは、年明け
の実施となりますのでお早めにお願
いします。
　ごみの日程については、ご家族に
配布している「ごみ収集日程表」を
ご確認ください。

▼問い合わせ先
まんのう町住民生活課
蕁0877-73-0101

　高校、大学等への入学時・在学中
にかかる費用を対象とした公的な融
資制度です。学生・生徒お1人につ
き300万円以内を、固定金利（年
2.35％（平成24年10月10日現在）
（母子家庭の方の利率は年1.95％
（平成24年10月10日現在））で利用
でき、在学期間内は利息のみのご返
済とすることができます。
　また、東日本大震災により被害を
受けた皆さまに「災害特例措置」を
実施しています。

▼問い合わせ先
教育ローンコールセンター
蕁0570-008656
または蕁03-5321-8656

［提供時期］平成25年1月末まで
［提供箇所］土器川沿川全域［提供
対象］農家、畜産農家等［提供数
量］数に限りがあります。［提供形
態］ロール状（予定サイズ :φ
50cm、L=80cm、重さ約25kg）
［提供条件］①現地に取りに来るこ
と　②全量を適正に利用できること

▼申し込み先・問い合わせ先
香川河川国道事務所土器川出張所
蕁0877-22-8318

　林業の仕事をしていたことがあり
ませんか？林退共制度に加入してい
たが、退職金をまだ受け取っていな
い方を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、
ご自身が林退共へ加入していたか分
からない方についてもお調べいたし
ます。
　また、罹災された共済契約者及び
被共済者の皆様に対し、各種手続
（共済手帳の紛失、退職金の請求等）
の必要が生じた場合はできうる限り
の範囲において速やかに対応したい
と考えておりますので、最寄の支部
又は本部へお問い合わせ、ご相談下
さいますようお願いいたします。

▼問い合わせ先
独立行政法人勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部
蕁03-6731-2887
FAX 03-6731-2890

　交通事故・詐欺などの犯罪の被害
にあったが、検察官がその被疑者を

起訴（裁判にかけること）してくれ
ない。どうも納得できない。このよ
うな不満をお持ちの方は検察審査会
にご相談ください。

▼問い合わせ先
丸亀検察審査会事務局
（高松地方裁判所丸亀支部内）
蕁0877-23-5281

満濃池森林公園寺子屋体験教室
［日時］12月9日（日）［受付］午
前9時～正午［集合場所］香川県満
濃池森林公園森林学習展示館［参加
費］300円（定員20名）※リース参
加者のみ［申し込み期間］12月5日
まで※リース参加者のみ（定員20名
になり次第、締切ります。）［内
容］園内作業で発生した植物材料を
使って素敵なクリスマスリース作り
をします。劇団まるさんの紙芝居と
風呂敷包み展示もあります。

▼申し込み先・問い合わせ先
満濃池森林公園
蕁0877-78-3364
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
香川県立聾学校
「保護者講演会・相談会」
［日時］12月15日（土）講演会:午
前10時～正午、相談会:午後1時～3
時30分［対象］聴覚に障害のある幼
児児童生徒及び保護者、教職員等

▼申し込み先・問い合わせ先
香川県立聾学校
蕁087-865-4492　教頭　武田
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ひきこもり支援者研修会（無料）
［日時］12月17日（月）午後2時～4
時［会場］中讃保健福祉事務所3階
研修室（丸亀市土器町東八丁目526
［対象者］ひきこもりの家族および
高校・市町関係者等［内容］講演

年内のし尿くみ取りの
申込締め切り日は、
12月7日（金）

国の教育ローン
（日本政策金融公庫）の
　　　　　　　ご案内

林業退職金共済制度
（林退共）からのお知らせ

催　　し　　物

土器川の刈り草無料提供

ご存じですか？検察審査会

雹

製造事業所の皆さまへ
統計調査にご協力ください

　平成24年工業統計調査を12月31日現在で行いま
す。調査の実施に当たっては、本年12月から来年
１月にかけて調査員がお伺いします。なお、調査
票に記入していただいた内容については、統計法
に基づき秘密が厳守されますので、正確なご記入
をお願いします。詳しくは、
http://www.meti.go.jp/statistics/まで。

経済産業省、香川県、まんのう町
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ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

スプーンレースでタイムを競う参加者辻本所長の説明を受ける長炭小学校6年生児童

　
９
月
27
日
に
、
秋
の
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
道
の
駅
「
空
の
夢
も
み
の

木
パ
ー
ク
」
（
追
上
）
の
駐
車
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
た
ち
に
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
、
秋
の
全
国
交
通
運
動
期

間
中
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
仲
南
東
幼
稚
園
の
園
児

ら
や
、
交
通
安
全
母
の
会
の
会
員
、
ま

ん
の
う
町
交
通
指
導
員
な
ど
が
参
加

し
、
反
射
材
な
ど
の
交
通
安
全
グ
ッ
ズ

を
手
渡
し
な
が
ら
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
に
、
満
濃
中
学
校
体
育
館

で
青
少
年
育
成
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
　
講
師
に
は
東
京
工
業
大
学
教
授
の
田

辺
孝
二
さ
ん
を
招
き
、
「
未
来
の
創
り

方
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
「
運
が
悪
い
時
、
問
題

に
直
面
し
た
時
を
逆
に
チ
ャ
ン
ス
だ
と

考
え
、
前
向
き
に
解
決
し
て
い
く
こ
と

で
成
長
・
成
功
で
き
る
。
自
分
の
た
め

で
は
な
く
、
他
人
の
た
め
に
挑
戦
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
述
べ
ら

れ
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
、
琴
南
中
学
校
体
育
館
で

第
13
回
老
人
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
準
備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
ス

プ
ー
ン
レ
ー
ス
を
し
た
り
、
的
目
掛
け

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
投
げ
て
得
点

を
競
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
琴
南
保
育
所
の
園

児
ら
も
遊
戯
の
後
、
競
技
に
参
加
し
た

ほ
か
、
琴
南
中
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
小
学
生
へ
の
満
濃
中
学
校
の
現
場
見

学
会
が
10
月
５
日
お
よ
び
24
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
（
一
般
の
見
学
会
は
26

日
、
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
）

　
見
学
会
で
は
、
建
物
が
ど
の
よ
う
に

で
き
て
い
る
か
の
説
明
を
受
け
た
後
、

実
際
に
建
築
現
場
周
辺
を
見
学
し
ま
し

た
。
　
説
明
案
内
を
し
た
辻
本
所
長
は
、

「
作
業
員
の
安
全
第
一
で
す
ば
ら
し
い

建
物
を
造
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
」
と

意
気
込
み
を
語
り
、
参
加
し
た
児
童
ら

は
、
「
耐
震
化
な
ど
様
々
な
工
夫
を
し

て
い
て
す
ご
い
」
「
ど
ん
な
中
学
校
に

な
る
か
楽
し
み
」
と
新
し
い
中
学
校
に

思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　　
　

Ev
en
t 
S
ch
ed

ule
 in December

交通安全グッズを手渡す園児ら講演をする田辺孝二さん

第13回老人ふれあいスポーツ大会

秋の交通安全キャンペーン青少年育成講演会「ようこそ！先輩」
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行
事
予
定 

／ 

休
日
当
番
医
　
　
／ 

町
内
の
110
番
119
番
　  

／ 

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

（19:00～翌朝8:00）

　　　
　

Ev
en
t 
S
ch
ed

ule
 in December

　　
　

Ev
en
t 
S
ch
ed

ule
 in December

12

21日金

6日木

13日木

13日木

20日木

5日水

14日金

3日月

6日木

13日木

20日木

2日日

9日日

24日月

30日日

23日日

16日日

大山内科医院

川口医院

ふかだクリニック

いわさき循環器科内科クリニック

たかお整形外科医院

池田内科医院

森内科医院

山田外科医院

林医院

79-3311

79-0711

73-2211

75-2700

75-1127

73-2366

73-4188

73-5211

75-5125

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

1月からの累計10月中区　　分

※かっこ内の数字は昨年同期の件数

吉野公民館
グラウンド
（参加：66人）

【優　勝】
　大西　　寛（西高篠）
【準優勝】
　大岡　京子（吉野下）
【第3位】
　筒井　良隆（吉　野）

28
10

日

月

日

27日木

14日金

27日木

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

［要予約／
　まんのう町社協蕁77-2991］

［骨粗しょう症予防／
　要予約／健康増進課蕁73-0126］

20日木
14日金
12日水

26日水

（日・祝のみ）20日木 13:00～16:00

13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

10:00～15:00

9:30～11:30

13:30～16:30

9:00～12:00

10:00～14:30

10:00～15:00

9:00～12:00

9:30～12:30

13:00～14:30

13:30～15:30

13:00～14:30

13:00～14:30

8:30～11:00

13:30～15:30

10:00～11:00

満濃農改センター

満濃農改センター

琴南農改センター

仲南支所

琴南農改センター

琴南農改センター

仲南支所

役場本庁

かりん健康センター

仲南農改センター

役場本庁

琴南総合センター

役場本庁

かりん健康センター

琴南農改センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

満濃農改センター

勤労青少年ホーム

満濃農改センター

390（370）

137（133）

1（ 5）

15（ 10）

833（919）

39（ 31）

19（ 11）

0（ 0）

0（ 2）

89（ 97）

（件）

（件）

（件）

（件）

（件）

18日火

4日火

6日木

7日金

10日月

16日日

16日日

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

11日火

8:30～13:00 役場本庁
仲南支所
琴南支所
美合出張所
かりん健康センター

※6日
　役場本庁のみ
　17:00～19:00
　も収集
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12月号の主な内容

●
発
行
／
〒
766-0022

　
　
　
　
香
川
県
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
吉
野
下
430番

地
　
　
　
　
ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課
　
☎
0877（

73）0106
●
平
成
24年

12月
1日
発
行

「
お
い
し
い
ね

　
地
も
と
の
野
さ
い
を

　
　
　
　
　
　
味
わ
お
う
」

「
野
菜
は
ね

　
わ
た
し
に
と
っ
て
の

　
　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

高
篠
小
学
校
　
4
年
　
岡
田
　
茉
夕

四
条
小
学
校
　
4
年
　
平
田
　
真
菜

高篠小学校 2年

森本 一刀

※所属名と学年は、応募時のもの

※この広報誌は、環境にやさしい「植物性インキ」
　を使用し印刷しています。

「サツマイモ大すき！」

高篠小学校 1年

岡田 結

「はっぱのてんとう虫」

　
今
年
の
奏
風
祭
は
、
僕
た
ち
に
と
っ
て
最
後

の
奏
風
祭
で
し
た
。
１
ヶ
月
前
か
ら
練
習
し
て

き
て
、
ク
ラ
ス
全
員
で
「
最
優
秀
賞
を
と
る
」

と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
日
々
練
習
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
僕
は
、
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
全
員
の
声
が
合
わ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
練
習
を
す
る
に
つ
れ
て
、
合

っ
て
き
ま
し
た
。
１
・
２
年
生
の
と
き
と
比
べ

て
難
し
い
曲
を
選
択
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１
回
目
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
他
の
ク
ラ
ス
の
曲

を
聴
い
た
と
き
は
、
と
て
も
上
手
か
っ
た
の

で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
、

き
れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
一
体
感
が
あ
り
ま

し
た
。
僕
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
よ

り
も
早
く
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
自

信
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
焦
り
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
他
の
ク
ラ
ス
に
負
け
な
い
よ

う
に
、
一
つ
一
つ
の
言
葉
を
は
っ
き
り
、
強
弱

を
つ
け
た
り
す
る
よ
う
に
意
識
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
音
楽
科
の
先
生
に
指
摘
さ
れ
た
課
題
を

ク
リ
ア
し
、
さ
す
が
３
年
生
と
思
わ
せ
る
よ
う

な
歌
を
歌
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
番
当
日
の
朝
は
、
早
く
か
ら
練
習
を
し
ま

し
た
。
担
任
の
先
生
か
ら
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
激

励
を
い
た
だ
い
て
、
改
め
て
、
全
員
で
「
最
優

秀
賞
を
と
る
ん
だ
」
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま

し
た
。
他
の
ク
ラ
ス
の
歌
を
聴
い
て
い
る
と
き

は
、
不
安
が
募
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
「
練
習

で
頑
張
っ
た
成
果
を
存
分
に
発
揮
す
る
ん
だ
」

と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
今
ま
で
の
想

い
を
す
べ
て
歌
声
に
の

せ
、
精
一
杯
歌
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
残
念
な

が
ら
最
優
秀
賞
を
と
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
校
長
先
生
か
ら
特
別

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
何
よ
り
、
３
年
１
組
全

員
で
『
聞
こ
え
る
』
を
歌

う
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
最
後
の
奏
風

祭
、
悔
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。

奏
風
祭
を
終
え
て

満濃中学校 3年

堀川 智貴




